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Lesson 5. 率の調整

§C. 間接調整法

率の調整方法
（間接法 Indirect method）

知りたい対象となるグループ（人口集団）で
期待される死亡数を得るために、層別参
照率 reference ratesを対象となる観察集
団に適用する方法

間接法による調整率

• 観察集団において期待される事象数を得
るために参照人口集団の率を観察集団に
適応する。

• 調整率は観察された事象数を期待される
事象数で割ったもの（O/E）に参照人口集
団の粗率をかけたものである。
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間接法による調整率（続き）
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間接法算出に必要な基礎資料

1. 観察集団の層別人口
2. 観察集団の総事象数
3. 参照人口集団の層別率
4. 参照人口集団の粗率
年齢調整死亡率の場合

1. 観察集団の年齢階級別人口
2. 観察集団の総死亡数
3. 基準人口集団の年齢別死亡率
4. 基準人口集団の粗死亡率

例：米国1980年死亡率
独身ならびに既婚男性
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例：米国1980年死亡率
独身ならびに既婚男性（続き）

• ここでの参照率（または基準率）は1987年
米国における男女合わせた年齢別死亡率
である。

• 年齢階級毎の期待死亡数は同じ年齢階級
の参照率に観察集団の人数をかけて求め
る。

期待死亡数

期待死亡数

∑= （観察集団の年齢階級別人口
×参照人口集団の年齢別死亡率）
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例：米国1980年死亡率
期待死亡数：独身男性

65,67224,887合計

19,87799.88619975 +5
10,33228.38636465–744
9,8478.1381,21045–643
8,6191.5995,39025–442

16,9970.95917,72415–241
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例：米国1980年死亡率
期待死亡数：既婚男性

576,35352,429合計

232,83499.8862,33175 +5
156,12328.3865,50065–744
147,2008.13818,08845–643

36,9101.59923,08325–442
3,2860.9593,42715–241
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/1000
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年齢調整死亡率 間接法
独身男性

1,000人当たりの年齢調整死亡率

=
独身男性の全観察死亡数

独身男性の全期待死亡数

=
201,307
65,672

×10.79 = 33.08

×参照人口集団の粗死亡率（C）

年齢調整死亡率 間接法
既婚男性

1,000人当たりの年齢調整死亡率

=
既婚男性の全観察死亡数

既婚男性の全期待死亡数

=
905,152
576,353

×10.79 = 16.95

×参照人口集団の粗死亡率（C）
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例：米国1980年死亡率
独身ならびに既婚男性（続き）

間接法による1,000人当たりの年齢調整
死亡率は、

• 独身 ： 33.08
• 既婚 ： 16.95

間接法による調整率の比較

• 間接法による調整死亡率は参照人口集団
の粗率との比較であるといえる。

• 間接法による調整死亡率では、あるひとつ
の人口集団を参照人口集団として選ばな
いかぎり、お互いに比較すべきではない。
（選んだ参照人口集団により結果がことな
る。）

例：米国1980年死亡率
独身ならびに既婚男性（続き）

• 参照人口集団（米国1980年男女）の
粗死亡率 10.79 と比較すると、

• 独身男性の死亡リスクは 3.06 倍
（ =33.08/10.79）

• 既婚男性の死亡リスクは 1.57 倍
（=16.95/10.79）
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標準化死亡比（SMR）
Standardized Mortality Ratio

• よく使われる統計量
• 間接法調整死亡率（または標準化死亡率

Standardized death rate）は SMR×C に等
しい。

• 100 を乗じて表されることが多い。

SMR =
観察死亡数

期待死亡数

標準化死亡比（続き）
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xkj = 集団 kの層 jでの死亡数
Pj =  層 jでの参照（基準）死亡率
nkj = 集団 kの層 jでの人口数

標準化死亡比（続き）

• SMR > 1 ： 観察集団でリスクが増加し
ている。

• SMR = 1 ： 観察集団と参照人口集団が
ともに等しいリスクである。

• SMR < 1 ： 観察集団でリスクが減少し
ている。
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標準化死亡比
独身男性

SMR1

=
観察死亡数

期待死亡数

=
間接法年齢調整死亡率

参照人口粗死亡率

=
201,307

65,572
= 3.06

=
33.08

10.79
= 3.06

標準化死亡比
既婚男性

SMR2

=
観察死亡数

期待死亡数

=
間接法年齢調整死亡率

参照人口粗死亡率

=
905,152

576,353
= 1.57

=
16.95

10.79
= 1.57

標準化死亡比の解釈

• SMR2は直接的に SMR1 と比較すべきで
ない。

• SMR は参照人口集団（米国1980年男女）
との比較において死亡リスクの比較がなさ
れる。

• SMR は参照人口集団の粗死亡率と間接
法による年齢調整死亡率との比較と同じ
解釈がなされる。


